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「目的」

　投影デ
ー

タがボア ソ ン 分布に従 い 、負 の デ
U

タを持たな い など SPECT 圃 像再構成を行 うの に十分満足 で き

る 逐次近似法 に よ る画 像再 購成が コ ン ピュ
ー

タ の 高速化に 伴 い 可能 とな っ た 。そ こ で我々 は、逐次近似再構成

法 で あ る ML −EM 法（Maxtmum 　LikelihOod・−Expectation　MaXimization）の 1廴era 仁ion 回数 が 画像 に およぼす

影響 に つ い て 定量的 に検討 し たの で 報告す る 。

「方 法 」

東芝製 GCA −9300A を用 い て、均
一

フ ァ ン トム （低周波画像） と陽性像 フ ァ ン トム （高周波爾像）を用 い 収

集時間を、 1投影方向 300sec，30sec，5secと変化させ た時 に、　 ML −EM 法 で の Iteration 回 数（以下 正n とす

る ）1，2，3，i8 ，10，30，50，80 と変化 させ画像再構成を行 っ た。　 ML −−EM の 自体 の 特性 を 調 べ る た め に、前処理 フ

イ ル タ、散乱線補正 、吸収補正 は行わ な か っ た。画 像評価に Average、

SD 、　 RMSU （Root 　Mean 　Squarer 　Uncertainty ）＝・SD ／average 、

％ RC （Recovery 　 coeff 正ctent ）＃（処理画像 の 辺縁 の 傾き）／ （FBP 処理

で の 辺 縁の傾き）× 100 、 NMSE （基準画 像を 300sec／step 、　 h 凹99）

な ど で 定量評価 を 行 っ た。尚、こ の 場合の　FBP 処 理 は 前処理 フ ィ ル

タなしで 再構成 フ ィ ルタ（RamP ）の みを使用 した 。

「結剰

Fig−（1）に 均
一

フ ァ ン トム ーヒに 12＊ 12 ピ ク セ ル の RO 工 を と りそ の 中 の

SD 、　 average を算出して RMSU 値 を 求め 、そ の 値の 変化率を右 に 示 す。

RMSU 値 は 、
　 In が大 き くな る に従っ て 5＞30＞300sec／step と大きな値

を示 し雑音特性を示 して い る 。 変化 率で は 300sec／step で は IIF10 で

横ばい に なり、30sec／step で In−30〜50、5sec／step で は In・・80 で も

収 束 して い な い 。Fig−（2）に ％RC の 値 を 示 す。均
一．・

フ ァ ン トム の 辺 縁 の

傾 き （gradlent）は FBP に 比 較 して 悪 く In の 回 数 が 大 き く な る に つ れ て

改善 して い る の が解 る。しかし 300sec／step の 条件下 で は

In＝＝50〜80 で LO に近 い 値を示 したが、30、5sec／step で は In を大き

く して tS　O．65 と改善は 認め な か っ た。F正g−（3）に 300sec／step で 1n＝80

で 処理 した画 像 を基準画像 として NMSE 値 を 示 し ます。低周波成分 を

多 く含 む 画 像 （均一ツ ァ ン トム ） と高周波成分 を多 く含む画像 （陽性像

フ ァ ン トム ）で は 30sec／step の 場合 にお い て も低周波爾像で は 艶茜10、

高周波画像 で は In・・30 と画像 の 周波数成分 に よ り異な っ た値を示 した。
「考察」

逐次近似再構成法 で ある ML −EM 法 の 工teratton 回数 は画像 に お よぼす

影響は大き い 。雑音特性 で は 30sec／step の 条件下で は II智 30 以上、輪

郭 で は FBP 処理 の 65％ しか 改善 で き な い 。ま た 周 波数 と Iterat
’
lon の

関係で は、低周波成分を多 く含む圃像 に お い て は、高周波成分 を多く含

む 画像よ り も早 く収 束し、Iteration 回 数 も 少な くて すむ が 高周波成分

で は lteration回数 も多 くな る。
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